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桐蔭論叢 第 39 号（2018 年 12 月） 特集Ⅱ　「2018年問題」をむかえた大学教育のあり方




































1999 年 12 月の中央教育審議会における「初
等中等教育と高等教育との接続の改善につい















ら、2003 年 6 月の若者自立・挑戦戦略会議

































































































































































































































































































































































発展させた探究的な学習（中 1 ～高 1、中等

































































表１　桐蔭学園 第 3 回 AL 公開授業研究会
　　　授業一覧（2017 年 10 月 28 日）14）
















































































































































































































































































2017 講演資料 〔2017 年 10 月 28 日〕）
4） 「第２期教育振興基本計画について（答









































toin.ac.jp/al/public/ （2015 年 1 月 6 日）。
13） 溝上慎一「桐蔭学園アクティブラーニング







15） 学校法人 桐蔭学園「桐蔭学園報」、第 94 号、
2017 年 10 月、pp.4。
16） 水谷修『夜回り先生 いじめを断つ』日本
評論社、2012 年、p.46–51。
17） 相川秀希「教育の大転換 ｢高大接続｣ を知
っていますか？」『東洋経済オンライン』
h t t p : / / t o y o k e i z a i . n e t / a r t i -





大接続システム改革会議（2016 年 3 月 31
日）
「高大接続改革実行プラン」文部科学大臣決定
（2015 年 1 月 16 日）
「第２期教育振興基本計画について（答申）」







































（2013 年 4 月 25 日）
高大接続システム改革会議「最終報告」の公
表 に つ い て　http://www.mext.go.jp/b_
menu/houdou/28/03/1369232.htm（2016
年 3 月 31 日）
学校法人 桐蔭学園 「桐蔭学園アクティブラー
ニング公開研究会 2017」http://toin.ac.jp/
al/public/　（2018 年 1 月 10 日）
相川秀希「教育の大転換 ｢高大接続｣ を知っ
ていますか？」『東洋経済オンライン』
h t t p : / / t o y o k e i z a i . n e t / a r t i -
cles/-/120148?page=4　（2016 年 6 月 7 日
掲載）
※追記：本研究は、平成 27–29 年度文部科学
省科学研究費基盤研究（Ｂ）「アジアにお
ける大学入試の多様化と高大接続プログラ
ムの標準化に関する国際比較研究」（課題
番号 15H05197）〔研究代表者 小川佳万・
広島大学教授〕の最終報告書〔平成 30 年
3 月〕に提出した論稿を加筆修正したもの
である。
